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HTLV-1総合対策 2010.12～

2010.12HTLV-1特命チーム
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厚生労働特別科学研究「HTLV-1の母子感染予防に関する研究」斎藤 滋 2009

HTLV-1総合対策開始時（2011年）のキャリアマザーに対する授乳指導方針

HTLV-1 母子感染予防対策 医師向け手引き
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対象 陽性者 陽性率

人工栄養 1553 51 3.3%

短期母乳（3M以下） 162 3 1.9%

長期母乳（4M以上） 525 93 17.7%

冷凍母乳 64 2 3.1%

根拠となった乳汁栄養法別母子感染率

富山大学 斎藤 滋 「HTLV-1の母子感染予防に関する研究」報告書検討数が少ない

特に短期授乳による感染率の上昇がないことを

多数例で検証することを目的とした
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2011年度～2019年度

厚労科研板橋班
HTLV-1母子感染予防に関する研究
HTLV-1抗体陽性妊婦からの出生児のコホート研究
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日本産科婦人科学会診療ガイドライン
～産科編

2017年版

2020年版
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厚生労働科学研究板橋班による新しいエビデンス

⚫ 完全人工栄養が最も確実な予防方法である（これまでと変更なし）

⚫ 短期母乳栄養（3か月以内）は完全人工栄養と母子感染率に明らかな差はない

⚫ 凍結解凍母乳は検討された症例数が少なくエビデンスとしては不十分

⚫ 短期母乳栄養を選択した母児の7.8％は6か月以上の長期母乳になっている。

⚫ 生後4か月時点でも約20%が人工栄養に移行できていない可能性がある。

⚫ 6か月以内の母乳栄養は完全人工栄養と比べて母子感染率が2.9倍高い。

短期授乳を選択したキャリアマザーのうち20～30％は3か月以内

の完全人工乳移行に失敗している
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母乳を介した感染予防の観点だけでなく妊娠・出産・育児の観点
からも各栄養方法のメリットとデメリットについて十分に説明し、
母親が自らの意志で選択できるように共有意思決定支援を行う

完全人工栄養
 理論的に最も母子感染予防効果が高く確実
 経胎盤感染など母乳以外の経路は予防できない（母子感染率3-6%)

 短期母乳栄養（90日未満）
 母子感染リスクに統計学的な差はない
 人工栄養移行への支援体制が整備されていることを条件に選択肢となりうる。

• 母乳栄養が長期化することによる感染リスクの説明
• 助産師外来等での乳房ケアと支援、人工乳移行に向けた具体的なスケジュール提
示

• 自施設でフォローできない場合は適切な医療機関へ紹介
• 医療機関、自治体、関連学会・職能団体との連携

 凍結解凍母乳栄養
検討数が少なく科学的エビデンスとしては不十分（推奨されない）

母子感染予防対策マニュアル第2版の概要：栄養方法の選択 
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短期授乳の現状

関沢明彦 令和5年度 内丸班報告書 日本産婦人科医会母子保健部会調査
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HTLV-1キャリア妊産婦の短期母乳栄養におけ
る

HTLV-1キャリア妊産婦の短期母乳栄養における人工乳移行マニュアルを作成

短期授乳を選択肢にあげるために

必要な支援について具体的に解説

して提言

今年度末発行予定
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こども家庭科研 内丸班 2023年度報告書
昭和大学産婦人科 関沢明彦

日本産婦人科医会 2023年度調査
2022年出産数 770759人

スクリーニング陽性者推計 ＝ 1705人

確定キャリア妊婦数推計 ＝ 522人

児の感染率を3％と仮定すると

現在の新規の母子感染者数 ＝ 15人！

母子感染予防対策の効果

2012年日本産婦人科医会調査による
陽性者数推定値（WB）

1753人 / 1071179人
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Ogoyama M et al. J Obstet Gynaecol Res. 2025 Nov;51(11):e70145.

妊婦健診陽性例における水平感染

母子感染予防対策の継続とともに水平感染予防対策が必要と考えられる
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